
令和２年度 天草市立佐伊津小学校 学校評価書 

 

 １ 学校関係者評価 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）確かな学力の育成 

〇工夫された授業がされており、子供たちは楽しく学習することができている

と思う。限られた時間の中で、先生方が子供たちひとりひとりに行き届いた

学習指導をされるのは困難だと思う。保護者も家庭学習の重要性を認識し、

子供の学習面にも関心を持つことが大切だと思う。 

 

（２）いじめ・不登校・問題行動の未然防止と解消 

〇民生委員として子供も関わる環境づくりができている。 

〇知らない人には声をかけないという教育をされている家庭が増えている影響

があるのか、知っている人にも挨拶をしない子供が増えているように思う。

旗当番の時は笑顔で元気に挨拶ができるよう促している。 

〇道徳の授業参観を見せていただき、子供たちの心の成長を感じることができ

た。 

 

（３）家庭や地域との連携・協働 

〇子供たちも町の行事に積極的に参加してもらい、地域コミュニティが取れて

いるように感じている。子供たちの声は、地域の人に元気を与えていると思

う。 

〇推進員の配置については、先生方の負担軽減になると思うし、ゲストティー

チャー、校外学習についても、地域のことが分かって必要な取組だと思う。 

〇１年生となかよし学級に佐伊津町のいいところの話をさせてもらい私も勉強

になった。子供たちが興味をもって聞いてくれたので安心した。担任の先生
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方のサポートに感謝したい。 

 

（４）規範意識の徹底と事故防止 

〇人災、天災はいつ起こるか分からない。まさかの時に備え、定期的な訓練、

勉強会は必要。今後も定期的に継続されるよう、お願いしたい。 

〇想定外の出来事が起きた時に対処できるように、常日頃から安全に対する意

識を持つことは大切だと思う。定期的に災害に備えての訓練や学習等の取り

組みを行っていただきありがたいと思っている。 

 
（５）子どもと真に向き合う時間の確保と不祥事防止 

〇過労により倒れられる先生もおられるようで、体には十分気をつけて取り組

んでほしい。国の対応が早急に必要であると思う。 

〇オーバーワークや業務時間の不足等問題が多いと思われるが、取り組まれる

ことで効果をあげられていると思う。 

 

２ 来年度の重点取組（学校評価を踏まえた今後の方向性） 

〇今年度の児童アンケート、保護者アンケート、学校関係者評価から学校の課題と
解決状況を踏まえ、次年度は以下の点に重点を置き、取り組む。 

 ① 確かな学力の育成（授業改善と学習習慣の形成、ICT活用） 
 ② いじめ・不登校児の早期発見と早期対応（見逃しゼロ・空振りOK）及び自分

の居場所作り（支持的風土の学級づくり） 
③ 地域学校協働活動の推進（学校運営協議会と地域学校協働本部の活性化、キ
ャリア教育） 

 ④ 規範意識の徹底と事故防止（心と体のブレーキ）    

 ⑤ 不祥事根絶と働き方の見直し（先生の笑顔が子どもの笑顔を生む） 

 


